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◎取水ができる日、時間を確認し、フェーンの

前に確実にほ場を湛水しましょう。 
 

◎「新之助」は出穂期を迎えるため、ほ場の湛水

により、白穂発生を防ぎましょう。 
 

 

※河川の渇水が懸念される状況であるため、 

地域の通水情報に留意しましょう。 
 

※限られた水量を多くのほ場に入れられるよう、 

かけ流しはしないでください。 

●８月９日～11 日にかけて 

フェーン現象の発生が予想されます 

●事前にほ場を湛水し、 

水稲の障害発生を防ぎましょう 

【稲作緊急情報】 


